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令和５年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 認可外保育所支援事業 担当部 こども未来部

事業期間 平成２２年度 ～ 令和７年度以降 担当課 幼児教育・保育課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

16
展開
方向

1 担当係 幼児教育・保育係

目 4 大 6 中 1予算区分 一般会計 款 3 項 3

対象
（何･誰を対象

に）

認可外保育施設指導監督基準を満たし、県より証明書が発行されている認
可外保育施設

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

　愛知県から認可外保育施設指導監督基準を満たす旨の証明書の交付を
受けた市内の認可外保育施設に保育を委託し、３歳未満児１人につき、一
定額の委託料を支払う。
　令和４年度は、指導監督基準を満たす認可外保育施設が増加した。

●直接経費（令和４年度）
　認可外保育所措置委託料　9,218千円
　　委託施設の件数 6施設
　　利用者数　359人

受益者負担 無

根拠法令
・個別計画

小牧市認可外保育施設保育委託事業
実施要綱

事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

　認可外保育所支援事業は、低年齢児の保育需要の増加に伴う認可保育
所の補完措置として、児童福祉法第59条の2第1項の規定による施設の設
置を届け出た認可外保育所に保育の委託をすることにより待機児童解消を
図るとともに適正な保育内容と保育環境を確保するもの。

事
業
費

項目 R1 R2 R3 R4

国・県支出金 0 0 0

予算額 1,218 2,117 4,008 10,580

その他職員（時給×時間） 0

事業費合計（C＝A＋B） 2,771 3,889 3,767

R5

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 525 1,643 1,521 9,218

計（A） 525 1,643 1,521 9,218

0
その他 0 0 0 0

10,980

対前年比 ― 312.9% 92.5% 606.0%

0.00

11,464

計（B） 2,246 2,246 2,246 2,246

人
件
費

正規職員（平均賃金） 2,246 2,246 2,246 2,246

正規職員 0.30 0.30 0.30 0.30

その他職員
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（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

展開方向における指標の推移 基本施策 16 展開方向 1

指標名 方向性 基準値 R2 R3 R4 R5

待機児童数 → 0 0 0 0

指
標

指標ほか R1 R2 R3 R4

0 0 0

活
動
指
標

対象施設数 施設
― ― ― ―

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 21 65 60 359

R5

成
果
指
標

待機児童数 人
0 0 0 0 0

0

―

1 3 2 6

利用者数 人
― ― ― ― ―

21 65 60 359

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 131,942 59,827 62,780 31,932

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

　令和元年度以降、小牧市の４月１日時点における待機児童数は０人となってい
るが、核家族化の進行や共働き世帯の増加、育児休業からの復帰等により、年
度途中での入園を希望する申請者は増加しており、いわゆる隠れ待機児童は発
生している。
　本事業を実施することで、保護者が安心して預けることができるよう、保育の受
け皿を確保するとともに、良好な保育環境を確保することができ、待機児童の解
消に努めた。
　令和５年４月より、本市独自の少子化対策として、０歳児から２歳児の保育料の
無償化を実施したことで、保育ニーズの掘り起こしが想定されるため、今後はさら
に良好な保育環境を整えた保育施設が求められる。

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

今後の実
施内容

　待機児童数ゼロを継続していくため、認可外保育施設の支援を行い、良好な保
育環境を整えることで、保護者が安心して預けられることができるよう保育の受け
皿を確保する。

事務事業評
価による額


